
青い空に、白く輝く大きな入道雲が浮かんでいました。昼間の屋外では 35℃を越える猛暑の本番を迎えまし

た。先月末から新型コロナ感染症の第７波が急速に拡大して、滋賀県でもこれまでで最多の感染者数になりまし

た。今年の夏も、熱中症に気をつけながら、コロナ感染症にも神経を使わなくてはなりませんが、皆様、お元気

でお過ごしでしょうか。（猛暑の中、一時 医院の空調が故障してしまい、申し訳ありませんでした。） 

先月 24日、岡崎のロームシアター京都で開催されました、「キエフ・バレエ・ガラ 2022」を観てきました。

公演を主催した光藍社は、2006 年からウクライナ国立歌劇場(キエフ・バレエ、キエフ・オペラ、ウクライナ

国立歌劇場管弦楽団)を定期的に招聘
しょうへい

して、本劇場のアーティストによる日本での公演を数多く開催してきたそ

うです。２月からのウクライナ情勢により、今回のバレエ公演開催は難しかったそうですが、祖国を離れて世界

中で活動していた出演予定のダンサーらと連絡を取り合い、「祖国が戦禍の状況下でも何とかして日本に行き、

一人でも多くの観客の皆様に素晴らしいパフォーマンスを届けたい」というダンサー達の強い思いを聞き、開催

がダンサーたちへの最大の支援になるとの想いから、当初予定していた通りの開催に至ったそうです。公演開始

前の京都市長のお話から、1971 年から京都市とキエフとが姉妹都市であることや、本公演の副芸術監督を務

める寺田宜弘氏（キエフ国立バレエ学校の芸術監督）の父親の故寺田博保氏が 1965年に創設した寺田バレエ・

アートスクールとキエフ国立バレエ学校とが、1970 年から交流が始まり、現校長の高尾美智子さん（宜弘さん

の母親）の時に、キエフ国立バレエ学校との間に姉妹校が締結されて、これまでに多くの日本人がバレエ留学生

としてキエフで学んでいる歴史も知りました。高尾校長は、京都キエフ交流の会の会長でもあり、「ウクライナ・

キエフ京都市民ぐるみ受入支援ネットワーク」の中心として、難民受け入れなどの支援をされています。

公演内容では、何と言っても、キエフ・バレエの芸術監督でもあるエレーナ・フィリピエワさんが演じる「瀕

死の白鳥」に心奪われ、衝撃を受けました。手の動きが人のものには見えず、本当に白鳥が弱りながら悲しく舞

っているように見えていました。素人でも分かる芸術の壮大な奥深さを、生まれて初めて目にしました＜驚＞。 
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